
平成３０年１０月１５日（月）～平成３０年１０月２１日（日）〔平成３０年第４２週〕の感染症発生状況 

第４２週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、1)感染性胃腸炎 2)流行性角結膜炎 3)Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎でした。 

感染性胃腸炎の定点当たり患者報告数は３．７６人と前週（３．３８人）から横ばいで、例年並みのレベルで推移しています。 

流行性角結膜炎の定点当たり患者報告数は３．１１人と前週（２．８９人）から横ばいで、例年よりかなり高いレベルで推移しています。 

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎の定点当たり患者報告数は２．６５人と前週（１．８６人）から横ばいで、例年より高いレベルで推移しています。 

【感染症発生動向調査事業から】 
   
     

  

 

 
    

   

  

 

  

  

    

   

  

 
      

        

       

今、何の病気が流行しているか！

発行 川崎市健康安全研究所・健康福祉局保健所・各区役所保健福祉センター 
（問い合わせ先） ０４４－２７６－８２５０ 

第４２週報告数第２位

第４２週報告数第１位
家族内での感染に注意しましょう！！～百日咳～ 

 百日咳は、百日咳菌を主な原因菌とする急性の気道感染症で、特有の発作性の咳
を引き起こします。 

現在、百日咳の報告数が全国的に増加しており、川崎市においても第４２週（平
成３０年１０月１５日～１０月２１日）までに１１８件の報告がありました。特に
１５歳未満の小児の報告が多く、推定感染経路は不明であることが多いものの、家
族内感染が全体の２１．２％を占めていました。百日咳含有ワクチンは生後３か月
から接種可能ですが、接種前の乳児が感染 
すると重症化し、死亡することもあります。 
小さなお子さんがいる家庭では大人も含め 
て咳等の症状には注意が必要です。 

【潜伏期間】 
 おおむね７～１０日間 
【症状】 
 臨床経過により３期に分けられます。 
 
 
 
 

            
【予防方法】 
 百日咳含有ワクチンの接種（ＤＰＴ－ＩＰＶ等）

百日咳とは？ 

川崎市における百日咳推定感染経路別・年齢階級別発生状況 
－平成３０年第１週～平成３０年第４２週－ 

川崎市における百日咳発生状況 
－平成３０年第１週～平成３０年第４２週－ 

・かぜ症状で始まる。 
・次第に咳の回数が増 

えて程度も激しくな 
る。 

・短い咳が連続的に起こ 
る（スタッカート）。 

・息を吸う時に笛の音の 
ような音が出る（笛音）
咳発作がみられる。 

・激しい発作は次第 
 に減衰し、２～３ 
 週間で認められな 

くなる。 

発
症 

・０－４歳のうち、６か月未満児の報告が５件ありました。 
・５件中３件は入院加療となり、そのうち１件は肺炎の報 

告がありました。 

周囲への感染可能期間

潜伏期間
（７～１０日間）

カタル期
（約２週間持続） 

痙咳期
（２～３週間持続）

回復期
（２、３週間～）

※適切な抗菌薬の治療
により、周囲への感染 
を防ぐことが可能です。


